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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月9日(2008.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　抗原提示細胞ケモタキシン（ＡＰＣ－ケモタキシン）および　抗原　
（ここに該ＡＰＣ－ケモタキシンは；
（ａ）ネズミサイトメガロウイルスケモカイン－２（ｖＭＣＫ－２）およびｍＣ１０から
選ばれるケモカインポリペプチド；
（ｂ）該ポリペプチドの化学走性特性を変化させない（ａ）の変異体；または
（ｃ）（ａ）または（ｂ）をコードするポリヌクレオチドである）
の、医薬物の製造における使用。
　　【請求項２】　該医薬物がさらにさらなるケモカインを含む請求項１に記載の使用。
　　【請求項３】　該医薬物がｖＭＣＫ－２およびｍＣ１０の両方を含む請求項１に記載
の使用。
　　【請求項４】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２またはｍＣ１０および別の天然
のケイモカインをコードするポリヌクレオチドのｉｎ　ｖｉｔｒｏ組換えにより生成され
るポリヌクレオチドによりコードされる、請求項１に記載の使用。
　　【請求項５】　該抗原が微生物病原体由来であるか、または腫瘍関連抗原である、請
求項１に記載の使用。
　　【請求項６】　該微生物病原体が細菌またはウイルスである、請求項５記載の使用。
　　【請求項７】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２である、請求項１に記載の使用
。
　　【請求項８】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｍＣ１０である、請求項１に記載の使用　。
　　【請求項９】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２をコードするポリヌクレオチド
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である、請求項１に記載の使用。
　　【請求項１０】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｍＣ１０をコードするポリヌクレオチドで
ある、請求項１に記載の使用。
　　【請求項１１】　実質的に精製されたケモカインポリペプチドおよび、抗原性ポリペ
プチドを含むワクチン組成物であって、該ケモカインポリペプチドが、ネズミサイトメガ
ロウイルスケモカイン－２（ｖＭＣＫ－２）もしくは該ポリペプチドの化学走性特性を変
化させないその変異体、またはｍＣ１０もしくは該ポリペプチドの化学走性特性を変化さ
せないその変異体であるワクチン組成物。
　　【請求項１２】　ケモカインポリペプチドがｖＭＣＫ－２である、請求項１１に記載
のワクチン組成物。
　　【請求項１３】　ケモカインポリペプチドがｍＣ１０　である、請求項１１に記載の
ワクチン組成物。
　　【請求項１４】　実質的に精製された抗原提示細胞ケモタキシン（ＡＰＣ－ケモタキ
シン）、および抗原を含む組成物であって、該ＡＰＣ－ケモタキシンが、
（ａ）ネズミサイトメガロウイルスケモカイン－２（ｖＭＣＫ－２）およびｍＣ１０から
なる群から選ばれるケモカインポリペプチド；
（ｂ）該ポリペプチドの化学走性特性を変化させない（ａ）の変異体：または
（ｃ）（ａ）または（ｂ）をコードするポリヌクレオチドである、組成物。
　　【請求項１５】　さらに医薬的に許容される賦形剤または常套的アジュバントを含む
、請求項１４に記載の組成物。
　　【請求項１６】　さらにさらなるケモカインを含む、請求項１４に記載の組成物。
　　【請求項１７】　ｖＭＣＫ－２およびｍＣ１０の両方を含む請求項１４に記載の組成
物。
　　【請求項１８】　該抗原が微生物病原体由来であるか、または腫瘍関連抗原である、
請求項１４に記載の組成物。
　　【請求項１９】　該微生物病原体が細菌またはウイルスである、請求項１８に記載の
組成物。
　　【請求項２０】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２である、請求項１４に記載の
組成物。
　　【請求項２１】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｍＣ１０　である、請求項１４に記載の組
成物。
　　【請求項２２】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２をコードするポリヌクレオチ
ドである、請求項１４に記載の組成物。
　　【請求項２３】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｍＣ１０をコードするポリヌクレオチドで
ある、請求項１４に記載の組成物。
　　【請求項２４】　被検体において特定の抗原に対する免疫応答を誘発可能な組成物を
製剤化する方法であって、抗原提示細胞ケモタキシン（ＡＰＣ－ケモタキシン）、特定の
抗原、および製薬的に許容される賦形剤、または慣用のアジュバントを組み合わせること
を含む、該ＡＰＣ－ケモタキシンが、
（ａ）ネズミサイトメガロウイルスケモカイン－２（ｖＭＣＫ－２）およびｍＣ１０から
選ばれるケモカインポリペプチド；
（ｂ）該ポリペプチドの化学走性特性を変化させない（ａ）の変異体；または
（ｃ）（ａ）または（ｂ）をコードするポリヌクレオチド
である方法。
　　【請求項２５】　該抗原が微生物病原体由来であるか、または腫瘍関連抗原である、
請求項２４に記載の方法。
　　【請求項２６】　該微生物病原体が細菌またはウイルスである、請求項２５に記載の
方法。
　　【請求項２７】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２である、請求項２４に記載の
方法。
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　　【請求項２８】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｍＣ１０である、請求項２４に記載の方法
。
　　【請求項２９】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｖＭＣＫ－２をコードするポリヌクレオチ
ドである、請求項２４に記載の方法。
　　【請求項３０】　ＡＰＣ－ケモタキシンがｍＣ１０をコードするポリヌクレオチドで
ある、請求項２４に記載の方法。
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